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会長あいさつ
会長　萩原 義昭

同窓会中村会の皆様には各方面で
お元気にご活躍のことと拝察します。

先に開催された平成16年８月15日の総会において、
岡田順一校長先生をはじめ教職員の皆様並びに多くの
同窓生にご出席を頂き、柘植前会長からバトンタッチ
され、中村高校第七代同窓会長をおおせつかりました。

中村高校並びに中村会の発展のため、微力ではあり
ますが、新しい役員の皆様と共に一生懸命努力をして
いく所存でございますので、変わらぬご支援とご協力
をよろしくお願い申し上げます。

私の考える同窓会活動は、
○中村高校のサポーターであり地域に根差した活動を行う。
○同窓生、在校生、地域のためになる事業を行う。
○出席すれば楽しく世代を超えた交流の場にする。
という考え方を基本に進めてまいりたいと思います。

中村高校も2002年に創立50周年を迎え教職員の皆
様、在校生、PTA、同窓生の皆様のボランティア協
力により様々な事業が成功裡に行われました。来年は
同窓会も50周年を迎えます。総会に多くの同窓生の皆
様に参加していただけるような事業をこれから検討し
実現してゆきたいと考えております。

今後は、更なる活性化を図り、60周年に向けての基
盤づくりをしながら明るく楽しい同窓会活動を目指し
ますので、同窓生の格別の協力とご支援を重ねてお願
い申し上げ、新会長就任のあいさつといたします。

中村会同窓会の皆様には益々御
健勝のこととお慶び申し上げます。
　本年4月、前任の桜井校長先生の後を引き継ぐよう
にとの辞令を頂きました。力不足ではありますが、中
村高校の充実、発展のために全力を傾注する所存でご
ざいます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

本校に赴任して早半年が過ぎようとしています。そ
の間、様々な生徒の姿を見てきました。早朝に登校し
て、教室で熱心に自習している生徒達、気持ちよく挨
拶する生徒達、部活動の練習に熱心に取り組む生徒達、
試合で青春のエネルギーを大いに燃やす生徒達 ･･･、
このような生徒達に勇気付けられてきました。校歌に

「純情の友とゆく」という一節がありますが、そんな
爽やかな気持ちにさせてくれる生徒達がたくさんいま
す。

部活動（ダンス部、書道部）や生徒会活動で、最近
3件も、本校を好意的に新聞が報道してくれました。
サッカー部、陸上部、水泳部、弓道部、テニス部、剣
道部など多くの運動部も、県大会出場など好成績をあ
げています。また、空手道では1年男子がインターハ
イに出場しました。

一方で、改革を図らねばならない面も多々あります。
末筆ながら、同窓会の皆様の一層の御発展を心から

祈念申し上げますとともに、本校に対しまして、御指
導、御支援を賜りますようお願い申し上げます。

発行所　中村会（愛知県立中村高等学校同窓会）

同窓生100名が集う!!
=第49回総会=



 

母校だより
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前校長あいさつ
前校長　桜井 正一

【ご退職】
桜井　正一 （校長） ２年間（教諭として19年間）
中津留良雄 （国語） ７年間
遠山美千代 （国語） ５年間　本校再任用教諭
水野　一成 （社会） 10年間　本校再任用教諭
荒木　国臣 （社会） 14年間
人見紀代子 （家庭） 10年間
近藤　　潤 （体育） ２年間　本校非常勤講師

【ご転出】
村瀬　治久 （体育） 12年間　旭野高等学校へ
橋本　敏弘 （英語） 12年間　高等学校教育課へ
桑原　裕子 （英語） 10年間　鳴海高等学校へ

【ご転入】
岡田　順一 （校長） 大府東高等学校より
和田万利子 （国語） 春日井高等学校より
水谷　光一 （社会） 県史編さん室より
伊藤　元裕 （社会） 春日井高等学校より
間瀬　真一 （体育） 名古屋西高等学校より
舟橋　義明 （英語） 中川商業高等学校より
高松　省三 （英語） 日進西高等学校より
早川みはる （家庭） 佐屋高等学校より

早いもので中村高校を定年退職
をしてから半年が経ちました。現
在は、愛工大名電高校に勤務をしています。毎日がとま
どいの連続でしたが、最近やっと慣れてきました。幸い、
荻原同窓会長が名電高校に関係してみえますので心強
い限りです。

さて、中村高校とのかかわりは深く、29歳から19年間
お世話になりました。まさに教員生活の大半を中村高校
に在職し、数多くの優秀な生徒達と共に歩んで来れたこ
とは大変幸せでした。さらに定年前の２年間、不思議な
因縁で創立50周年の節目に２度目の勤務となり大変お世
話になりました。そのため、自分の出身高校より何十倍も
中村高校を愛しており、少しでも学校のお役に立てばの
思いでしたが、力不足で十分な成果を出すことが出来ず、
申し訳なく思っています。新しい同窓会長・校長のもとで、
さらなる発展を心より祈ります。ありがとうございました。

高校だより職員の人事異動

前会長あいさつ
前会長　柘植 佳孝

中村高校同窓生の皆さんお元気で
すか。それぞれの分野でますますご
活躍のことと存じます。今年の同窓会総会も8月15日にルブラ
王山で大勢の同窓生が集い、盛会だったことをお慶び申し上
げます。

母校中村高校も創立50周年を経て、同窓生も今では2万
人を超える伝統校の仲間入りを果たしました。同窓会活動で
は、第1回生の多くが、卒業以来役員となり活動を支え、運
営されてきました。その間、卒業時の幹事さんも、同窓会活
動に熱心にかかわり今日に至っています。

また、創立50周年を機に同窓会の組織化が図られ、強化
されたことが、これからの同窓会活動をより活性化するものと、
固く信じております。その一端が会報「中村」の発行であり
ます。この会報によって母校の情報、同窓会活動等を身近
に感じることが出来るものと、大いに期待しております。

同窓生の皆さんのますますのご発展をお祈り申し上げます。

《学校祭を終えて》 生徒会長　2年　佐橋　嶺
私たちの学校では、｢ 自主の庭 ｣｢ 英気の泉」という校

風を表す言葉があります。この、｢ 自主の庭 ｣｢ 英気の泉」
とは何かみなさん知っていますか？ それは ｢ 自分で考え、行
動する｣ということを指します。学校ではこの精神を元に学
校生活を過ごしています。9月15日～18日に行われた学校祭
もこの力でつくりあげられたものの一つです。僕はこの学校
祭当日までに分かったことがあります。それは生徒一人一人
が違う願いや希望をもって準備していたということです。そし
てそのために笑ったり、怒ったり、泣いたりできることはとても
すばらしいものだと感じました。たとえそれが意味のないもの
だとしてもそれに向かって頑張ろうとする気持ちは人をこれほ
どまでに輝かせるものなんだと実感しました。中村がもっと活
気溢れる学校になってほしいことを望み、僕もそれを目指し
て進んで行きたいと思います。

学校祭クラス発表に
向け、協力して準備中
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中村会役員一覧
回生 氏　　　名 旧姓 役　　職 部　　　会
10 萩原　義昭 会 　 　 長
15 宮崎　晃吉 副 会 長 財務・広報
16 笹野　明美 （寺西） 副 会 長 事　　　業
24 角田　大輔 副 会 長 総　　　務
20 墨　まゆみ 書　　　記 総　　　務
26 杉嶋　重男 書　　　記 総　　　務
18 堀田　久富 会　　　計 財務部会長
26 加藤　伸夫 会　　　計 財務・広報
9 服部　吉隆 会 計 監 査 財務・広報

17 宮沢　成子 （宮沢） 会 計 監 査 事　　　業
18 堀田　守人 常 任 幹 事 総務部会長
16 伊藤　義人 常 任 幹 事 総務部副部会長
22 太田　守彦 常 任 幹 事 財務部副部会長
15 吉川　欣一 常 任 幹 事 広報部会長
11 杉本みち子 （渡辺） 常 任 幹 事 広報部副部会長
18 田中　隆彦 常 任 幹 事 事業部会長
26 高木　靖之 常 任 幹 事 事業部副部会長
1 二村　忠雄 常 任 幹 事 広　　　報
2 高村　義男 常 任 幹 事 総　　　務
3 二羽　　稔 常 任 幹 事 財　　　務
5 樹神　武夫 常 任 幹 事 広　　　報
6 堀田　貞雄 常 任 幹 事 事　　　業
7 笠谷　新吾 常 任 幹 事 総　　　務
9 中村　允昭 常 任 幹 事 事　　　業

回生 氏　　　名 旧姓 役　　職 部　　　会
10 松本　良平 常 任 幹 事 事　　　業
14 内藤　洋子 （平野） 常 任 幹 事 広　　　報
18 石黒　礼子 常 任 幹 事 財　　　務
20 山下　信子 常 任 幹 事 総　　　務
21 林　　勝彦 常 任 幹 事 財　　　務
24 木村　和文 常 任 幹 事 事　　　業
29 田口　健次 常 任 幹 事 事　　　業
33 大隅　浩一 常 任 幹 事 事　　　業
37 山田　幸雄 常 任 幹 事 広　　　報
39 大宮　功次 常 任 幹 事 事　　　業
41 渡辺　大介 常 任 幹 事 事　　　業
41 有馬　健司 常 任 幹 事 事　　　業
41 大原　義行 常 任 幹 事 総　　　務
43 加藤　里奈 常 任 幹 事 財　　　務
44 野水　弘司 常 任 幹 事 総　　　務
44 安井　隆博 常 任 幹 事 広　　　報
45 吉田　真良 常 任 幹 事 事　　　業
47 古木　啓介 常 任 幹 事 財　　　務

岡田　順一 顧　　　問
川本　　翼 顧　　　問
西尾恭一郎 顧　　　問
山田　好雄 顧　　　問

1 柘植　佳孝 会長相談役
19 服部　保弘 会長相談役

役員会風景（平成₁₆年₉月₁₈日）

平成16年度事業報告 平成16年度事業計画

16年度事業計画の中心は、来年8月に行う予定の同
窓会創立50周年記念事業をどうするのかという事が、
最重要項目であります。同窓会組織を、横のつながり
の強化、および横から縦へのつながりができる（回生を
超えての交流ができる）組織にするための計画（企画）
を事業部会はもちろんの事、他部会の幹事の方々、広
く同窓生の皆様より、多くの意見をいただき、また参加
していただけるようよろしくお願い致します。

＜計画案＞
◎在校生との交流

記念懇談会での現役生徒部活動状況の発表
◎同窓会創立50周年記念のサブタイトルの決定

例：〝失敗だらけの青春〟
〝青春プレイバック18〟等々

事業部会長　田中隆彦（18回生）

事業部会において、毎年8月に開催される総会での
〝講演会〟を実施するにあたり、地域や教育・経済・
スポーツ・文学等々いろいろな分野で活動・活躍されて
いる同窓生の方々に、声掛けし講演依頼をしていく事
を、今後、同窓会事業活動の一つとし推進していく考
えであります。

本年8月15日に行なわれた平成16年度第49回中村会
総会に、その第一回目として、16回生の小菅もと子（旧姓：
服部もと子）さんにお願いしました。自らの体験を綴ら
れた「忘れても、しあわせ」の著者であり、家族や夫
婦、地域との関係を考えさせるきっかけともなる映画「祈
り梅」の原作者として、ご多用の中、快くお受けいた
だきありがとうございました。講演
終了後も若い同窓生を中心に熱心
に質問するなど非常に好評であっ
た事は、同窓会事業活動の重点と
して実施していく自信となりました。
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中村会ホームページ
中村会ホームページ（http://www.nakamurakai.gr.jp/）は、同窓会活動のお知らせを中心に、同窓
会の様子や各分野で活躍している同窓生の紹介など、同窓会創立50周年に向けてさらに充実していきま
す。ご期待下さい !
中村会 HP に掲載してほしい企画やアイデアがある方は、HP 管理者（44回生・安井隆博）までご意見を
お寄せください。また、HP 作成スタッフを随時募集中です。知識がなくても大丈夫ですので、お気軽に
お声をおかけ下さい。

広報部会　安井隆博（44回生）

お知らせ

お 願 い 

現在の同窓会の運営資金は、新しく卒業された
方々の入会金で賄われています。今後卒業生の減少
が進みますと、この資金は非常に脆弱なものになっ
ていくと考えられます。

この中村高校同窓会も50周年という節目を迎
え、事業活動や広報活動など、ますます充実したも
のにしていかなくてはいけません。そのためにも、
財政基盤の確立は急務と思います。

同窓会会則第9条に、｢ 本会の経費は正会員の入
会金・会費・及び寄付金をもって之に充てる ｣ と記
されています。そこで現在、この会則に従って賛助
会費の導入を検討しているところです。

運営資金の一部が、同窓生の浄財によって賄われ
ていく、という考えも必要ではないでしょうか。

金額、集金方法、告知の仕方などなど、検討すべ
き課題はたくさんありますが、この制度の導入が決
定されましたら、あらためて皆様にお知らせしま
す。今後とも中村高校同窓会のさらなる発展のた
めに、皆様方の絶大なるご協力をお願いします。

会計　堀田久富（18回生）

賛助会費導入について 平成15年度決算報告

●収入の部 単位 = 円

科目 予算額 執行額 差額

前年度繰越金 4,125,320 4,125,320 0

入会金 1,600,000 1,596,000 ︲4,000

利息収入 10,000 264 ︲9,736

雑収入 50,000 104,000 54,000

計 5,785,320 5,825,584 40,264

●支出の部
科目 予算額 執行額 差額

総会費 800,000 482,976 317,024

慶弔費 200,000 28,123 171,877

通信費 1,600,000 1,216,437 383,563

会議費 100,000 1,039 98,961

需要費 230,000 145,950 84,050

諸雑費 50,000 66,403 ︲16,403

予備費 2,805,320 342,500 2,462,820

計 5,785,320 2,283,428 3,501,892
2004.03.31現在

収入額　5,825,584
支出額　2,283,428
残　額　3,542,156

　　　　　　　同窓生で住所変更をされた方は同窓会事務局までご連絡下さい。お願い

 発行所　「中村会」　〒453-0068　名古屋市中村区菊水町1-2-18（中村高校内）TEL.052-411-7760

編集後記

会報「中村」第２号を発行することができました。
一昨年の母校創立50周年記念事業では会員の皆様

のご協力で様々な事業が成功裡に行われました。こ
の成果をふまえ今後の同窓会としての活動はさらに
発展していこうとしています。そして、萩原義昭会
長をはじめ新しい役員も選出され、来年度の同窓会
創立50周年に向けて動き出しております。

本号の発行にあたり、諸先輩方のご指導と多くの
会員の皆様のご協力をいただきましたことを、厚く
お礼申し上げます。 （広報部会）

創立50周年記念誌販売のご案内
中村高校創立50周年のあゆみがこの一冊に集められていま

す。同窓生の熱い思い出、懐かしい写真、そして名物先
生や同窓生の座談会など懐かしさいっぱいです。好評にて
残りわずかです。
最後の購入チャンスですのでお見逃しなく。

価     格：2,000円（送料込み）
申し込み先：中村高校同窓会事務局　担当者（杉嶋）

〒453-0068　名古屋市中村区菊水町１－２－18
TEL 052-411-7760　FAX 052-413-5357
e-mail:mcenroe@nakamura-h.ed.jp


